
デイサービスセンター共楽苑 平成２９年度  

地域密着型通所介護・運営推進会議（議事録） 

平成３０年３月２２日（木） 

１８：００ ～ １９：３０ 

デイサービスセンター共楽苑にて 

会議出席者 

・佐々木俊博 委員（益田地域介護支援専門員協会前会長・くしろ宝寿苑施設長） 

・品川弥次 委員（西南地区児童民生委員協議会会長） 

・中島保 委員（美濃地区社会福祉協議会前会長） 

・豊田繁雄 委員（二条地区連合自治会長） 

・永井安行 委員（利用者代表） 

・佐田惇子 委員（利用者代表） 

・岡﨑トメ子 委員（利用者代表）           わかくさ福祉会より 

・石川恵里佳 委員（益田市高齢者福祉課）       ・岡﨑正興・又賀信子 

 

① 「地域密着型通所介護 運営推進会議」前回のふりかえり 

前回の議事録を使ってふりかえりを行った。 

 

② 改修工事の報告 

改修工事の完成・披露を行った。 

 

入浴室については、結局完成するのに１１月までかかってしまった。１２月から新しいお風呂で入

浴が始まっている。特殊浴槽については、ウインチを設置することになり、始動は３月から行ってい

るところである。 

トレーニング室については、部屋自体は完成している。ただし、トレーニングマシンの移動につい

ては、現在おいてあるところの「自立支援センター共楽苑」は「益田市医師会二条診療所」としても

使っており、マシンと椅子を移動してしまうと診療所の椅子が不足するので、医師会からの椅子が到

着してから後に、トレーニングマシンと椅子の移動を行うこととする。（５月の連休あたりに移動）。 

 

説明後、そのまま見学をしていただく。 

 

重度な要介護者の入浴については、浴槽斜面にウインチを設置しているのでそれを利用して昇降す

る。入浴用チェアについては、以前からある入浴用チェアを使用しているが、ベルトを固定しており、

以前懸念されたような「浮く」というようなことは無い状況である。 

通常のお風呂の方の浴槽に入る段が高いので、入りにくい方がおられるのではないかという意見が

あった。 

入浴を拒否される方にはどのような対応をされているのかという質問があった。回答としては、ご

本人の希望にあわせているので無理強いはしない、家族さんの方から希望されているケースについて

は、うまくお誘いできる日は入っていただくが、どうしても拒否されるときは入られない。という回

答だった。 



以前はたいへんな漏水だったが、改修により水道使用量も少なくなっている。 

ボイラーについては、従来からのものをそのまま使用しているので、冬場にはパワー不足の面があ

る。 

利用者送迎スペース（駐車場）のところにあった水タンク（水道がなかった時代のもの）について

は、改修に合わせて撤去した。 

 

③ 実地指導の報告 

   

  平成３０年１月１８日（木）に実地指導が行われ、２月２１日に文書が届き、「特に指導を要する

事項」はないとのことだった。 

ただし、当日口頭にて指導していただいた件、とくに、「介護保険証のコピー等をいただく」こと

については、きちんと受領することとする。その他、通所介護計画書の作成について、や、外出行

事の目的やねらいについての記載等について、アドバイスをいただいた。 

 

④ 消防訓練の報告 

 

  平成３０年２月２８日（水）に、益田広域消防の竹内氏（他１名）の指導のもと行われた。通報訓

練・避難訓練・消火訓練を行った。地域の方々には参加していただかなかったが、来年度は参加し

て頂けるようにしたい。 

   

⑤ ご意見・ご要望 

   

  平成３０年度からの制度改定について 

  ・ Ａ類型などの基準緩和型について 

    検討はしているが、４月からということでは考えていない。 

  ・ 障害福祉サービス 

    ヘルパーは実施している。ご希望があれば対応していきたい。 

  ・ 成年後見活動 

    事業としておこなっていけるようにしたいと考えている。 

  ・ 地域密着型通所介護の単位 

    要介護者については、７－８Ｈを選択して、単位数は変えずにいきたい。 

   

 外出・行事のことについて 

  ・ 花見やもみじ狩りをおこなっている。（さくら、ひまわり、あじさい等）。 

  ・ 中島保委員より「わらびとり」のご提案があった。 

  ・ 地域の人と植えるところからかかわり、少しでもできる作業があればありがたいと考えている。 

   

 地域貢献活動について 

  ・ 美濃地区の「てごすけ号」として月に２回程度、送迎活動をおこなっている。（ありがたい）。 

  



 その他 

  ・ 共楽苑は家庭的な雰囲気の中で介護ができている。 

・ 地域の皆様のご支援のもと成り立っている。 

  ・ 利用者さんも、できることがあれば一緒にやっていきたい。 

  ・ 定期的に、ボランティアとして来て下さる方としては、三味線（歌）で、高津の中島さんご夫

婦がおられる。とても楽しませていただいている。 

  ・ 柏原地区の「ニコニコ会」は充実している。 

   

⑥ 次回のテーマ 開催時期について 

   

 特にご意見はなかった。 

 １年間の事業報告、地域とのつながりについて、話し合う予定。 

 ８月か９月を予定。 

  

 

（議事録作成：又賀信子・岡崎正興） 

 


